
           まちから村への連帯で ひとりぼっちの高齢者をなくそう            2019年 9月 26日 

           日本高齢者大会 in福島            第 3号 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

    

 

  

 

 

 

 

 

  

 

 

       

 

 

 

 

第 33回 

みんなで築こう！ 

憲法輝く原発ゼロの日本   

長寿をともに喜びあえる社会 

発行：第 33 回日本高齢者大会 in 福島 

福島実行委員会 

福島県郡山市島 2-12-18-6 

電話/FAX : 024-954-5571 

発行責任者：斎藤 直哉 

大人気のうたごえコーナー 

大きな口を開けて熱唱！ 

空の瓶を囲んで話しあう方々

方型 

まずは講釈から 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

和歌山県から来ました、矢尾泰治です。夜の分科会では、「福島の利き酒」に参加しました。福島の酒最高！！楽し

く、おいしくお酒をいただいています。あまり強くありませんが、全制覇目指して頑張りたいと思います。 

 

岐阜県から来ました、遠藤芳枝です。福島県には 1度磐梯山を見 

に来て以来 2回目の来県です。今回、高齢者大会に参加し、自 

分も高齢者ですが改めて高齢者が多いんだと実感しました。でも、

みなさんお元気な方ばかりで素晴らしいなと思いました。明日は、 

移動分科会に参加したあと、もう一泊し福島を楽しみたいといま思います。 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

   

 

総額 ８００，９８７円 

皆様からの温かいご支援、心より御礼申し上げます。 

 

日本高齢者大会にはここ数年毎回参加しています。 

昨年は熱海、一昨年は残念ながら沖縄が台風で中止。                   

今年の福島・磐梯熱海大会は移動分科会の被害地 

視察を楽しみに参加しました。昨日は朝 8時に広島駅 

を出発、五色沼など福島の観光名所を堪能しました。 

毎年旅行と得難い知識の２つを楽しみに高齢者大会に参加しています。 

歩けなくなるまで参加し続けたいです。 

 



 

 

私がこの企画に参加したのは、高校時代に国語の教師が三鷹事件・松川事件の事を授業

で話されたことに興味を持ったことから始まりました。 

 ＧＨＱと日本政府との関わりは、よくわからないので、調べて知るようにすることが、私の課題

になりました。この大会に合わせてでしょうか。民主文学に松川事件の内容が載りました。詳しく

書かれているのでとても参考になりました。 

 日本の文豪が、救援に立ちあがったこ 

とは、どんな流れからなのでしょうか、疑問 

                 に思いました。 

       大阪堺年金者組合からの参加 女性  

 

 

 

浪江の石井さんの乳牛物語の紙芝居を見て、新たな思いが 

生まれてきました。殺処分された時の気持ちを考えると心苦 

しくなりました。群馬の丹治さん、中島さんも訴訟ということで、 

心の底から叫びの声が心の中に届きました。そんな原子力を 

海外に売りつけようとしている国の姿勢がわかりません。これ 

から心ひとつにして原発反対をしていこうと思いました。 

東京都より参加 女性   

 

 

 

 

 



  

 

○戊辰戦争歴史講座 …１４８名 ○原発被災者交流…１１０名 

○松川事件７０周年講座…２５０名 ○「終活」講座…１００名 

○うたごえ広場…１１７名        ○福島の利き酒…１０９名 

合計 …８３４名 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

斎藤直哉福島実行委員長から山口光昭長野県高齢期運動連絡会会長へ大

会旗の引継ぎが行われました。２０２０年９月信州大学の工学部キャンパスで第

３４回日本高齢者大会が開催されます。 

 

 

 


